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１．概要（Summary） 

ヒト細胞中の細胞小器官の一つである染色体に関して

その表面及び内部構造についてヘリウムイオン顕微鏡を

用いて観察を試みた。その結果、昨年同様染色体表面に

多数のくぼみ状構造を確認し、染色体の表面構造を明ら

かにする手がかりを得た。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】   

高精細集束イオンビーム装置（ヘリウムイオン顕微鏡） 

【実験方法】 

 単離したヒト染色体を基板上でイオン液体により処理し

た表面構造、更には収束ネオンイオンビームで切り取っ

た断面から標本の内部構造をヘリウムイオン顕微鏡にて

観察した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 ヒト染色体の表面構造は昨年同様多くの小孔が認めら

れた。これらの小孔はプロテネースＫ処理により無くなる

ことが昨年度の実験で明らかになっており、その原因とし

て染色体表面がタンパク質でコーティングされていること

が原因として考えられた。この点は福井のグループが既

 

Fig. 1. Human chromosome with ionic liquid 

observed by HIM. Black and white arrows indicate 

its surface and cross-section, respectively. 

に発表している染色体構造のモデル[1]を裏付けるもの

である。Fig. 1はネオンイオンビーム処理により断面構造

を見せたヒト染色体である（白矢印部分）。表面の明るい

部分（黒矢印）は小孔でイオン液体に覆われている。 
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